
　
　
　
　
　
　
　
　

件
　
の
取
机
以
法
や
、
　
四
寺
泊
六
日
…
岡
の
二
心
陰
画
に
卸
す
る
郡
雑
戯
擁
胃
士
の
叙
…
運
を
批

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

判
修
正
せ
ら
れ
た
事
や
、
　
五
特
に
身
延
入
山
動
縄
の
長
寝
な
る
考
察
や
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ミ

戒
境
患
想
に
聾
す
る
意
見
等
は
確
か
に
薄
士
尉
開
の
研
究
で
あ
る
と
思
は

れ
、
み
」
の
槻
察
の
鏡
敏
に
し
て
そ
の
所
論
の
稔
急
な
る
、
礎
來
の
爾
蓮
研
究

書
と
大
に
趣
を
異
に
し
た
所
多
き
を
聡
へ
、
卜
書
．
匹
於
け
る
臼
難
研
究
者
を

環
帯
し
開
饗
す
る
所
蹟
る
大
な
る
も
の
な
る
を
儒
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
恐
し
て
最
後
に
私
は
將
…
凍
一
H
難
の
至
芸
に
鐙
す
る
撲
抱
や
、
　
二
日
蓮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

未
來
に
封
ず
る
現
｛
買
的
胸
底
が
戴
エ
山
の
数
一
心
な
る
研
究
に
依
て
早
く
幽
々
明

白
に
蛋
…
零
調
整
せ
ら
れ
ん
臼
を
期
待
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
そ
し
て
又
「
慨
定
」

と
「
徳
義
」
と
の
爾
係
（
百
四
＋
五
頁
）
　
に
就
て
は
常
に
痛
切
に
迷
暗
と
不

安
と
に
襲
は
れ
つ
蕊
あ
る
蒔
き
私
は
、
　
元
よ
り
本
書
の
軽
質
上
域
外
の
陽
題

で
は
あ
る
が
、
何
か
機
會
あ
ら
ば
そ
の
關
係
解
決
の
鍵
鎗
を
興
へ
ら
れ
ん
事

を
蜘
即
し
変
い
の
で
あ
る
。
（
東
京
薄
文
豪
獲
行
、
菊
版
五
七
三
奥
、
定
蟹
載

圓
奮
拾
銭
）
　
（
本
田
義
英
）
。

　　

@　

@
精
薬
科
撃
の
講
黙
問
題
縮
綴
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
上
　
野
　
直
　
昭
藩

　
　
　
熔
罪
証
科
　
學
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
　
涯
ハ
の
墓
．
本
間
題
の
論
究
は
、
聖
域
ハ
鮫
く

　
　
べ
か
ら
ざ
る
重
蓼
な
事
柄
で
あ
る
に
も
絢
ら
ず
、
　
問
題
の
解
決
が
趣
め
て
難

　
　
し
い
た
め
で
も
あ
ら
う
が
、
未
だ
明
確
な
概
念
が
一
塩
に
行
き
渡
っ
て
お
ら

　
　
ぬ
際
に
、
　
本
書
の
表
は
れ
た
纂
は
、
先
づ
以
て
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
本
書
は
、

　
　
著
者
が
覚
ハ
の
序
丈
の
冑
頭
に
著
て
明
か
に
筋
は
れ
て
居
ら
る
』
搬
に
、
　
ヴ
ン
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g
の
論
理
學
種
無
の
始
漣
あ
る
、
第
一
章

1
　
　
0
δ
乞
置
。
彰
。
貯
2
0
、
塞
猛
同
丁
重
・
♂
哩
公
。
鍍
｛
撃
鼠
蕊
§
慧
符
h
｛
2
一

　
　
　
　
　
　
　
　
斬
署
紹
介

全
部
を
課
禺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
本
革
の
ド
イ
ツ
入
す
ら
難
解
と
し
、
無

爵
と
す
る
ヴ
ン
ト
の
患
想
』
を
、
羨
め
て
忠
實
に
、
し
か
も
、
辮
易
に
諜
禺

し
ょ
う
と
試
み
ら
れ
た
努
力
の
跡
ぱ
、
湾
る
門
島
に
見
受
け
ら
れ
る
。
　
も
と
よ

り
ヴ
ン
ト
の
患
奇
曲
も
の
が
趣
め
て
わ
か
り
に
く
い
か
ら
其
の
忠
實
な
る
離

課
に
向
っ
て
、
「
町
頭
」
と
か
「
面
白
味
」
と
か
を
要
求
す
る
の
は
、
要
求
す

る
方
の
無
理
で
あ
ら
う
、
原
著
が
既
に
精
讃
を
要
す
る
論
難
で
あ
る
以
上
、

典
の
膿
課
た
る
本
曲
に
焦
し
て
も
、
　
よ
ろ
し
く
粗
誼
を
詫
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
難
解
な
原
署
を
か
（
ま
で
に
、
明
確
に
課
衝
さ
れ
た
課
春
の
努
力
に

多
大
の
敬
意
を
沸
ふ
べ
き
だ
と
思
ふ
。
　
殊
に
所
々
に
識
鐸
を
加
へ
て
本
文
の

解
羅
に
萬
全
を
期
せ
ら
れ
て
お
る
ぶ
は
貞
た
穿
に
原
著
に
賑
し
て
忠
實
な
や

り
方
で
あ
る
許
で
あ
る
早
り
で
な
く
、
讃
者
に
穿
っ
て
も
趣
め
て
親
切
な
態

度
で
あ
る
。
獣
心
な
る
葵
者
の
努
力
の
結
贔
と
も
見
る
べ
き
本
書
を
是
非

精
讃
せ
ん
轟
を
御
∵
ず
エ
め
す
る
。
（
東
京
紳
武
篇
紳
保
町
一
六
、
岩
波
書
店
搬

行
、
萱
圓
武
論
銭
、
深
田
武
）

塑
雪
霧
夢
の
蹴
會
肇

藤
森
逡
　
三
課

　
田
偏
4
撃
は
元
來
未
だ
幼
稚
の
學
問
．
ズ
あ
る
紳
か
、
　
日
本
に
於
て
は
殊
に
幼
一
稚

な
學
潤
で
あ
る
。
從
ひ
て
之
に
關
す
る
著
書
課
婁
の
簸
も
趣
め
て
乏
し
い
、
此

鮎
か
ら
し
て
考
ふ
る
と
新
な
る
醗
適
意
書
の
公
弼
は
我
國
簸
鴇
学
界
の
爲
に
遊

だ
韓
ぶ
毎
き
事
と
沢
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
始
何
な
る
償
値
癩
何
な

る
調
度
の
も
の
た
る
を
問
は
な
い
事
で
あ
る
が
、
殊
に
其
内
容
が
優
秀
の
も

の
な
れ
ば
な
縢
更
の
事
で
あ
る
。
　
此
鉱
業
に
於
て
導
入
は
此
「
ワ
オ
ー
ド
の

融
愈
學
」
　
の
畿
磐
を
深
く
學
界
の
鴬
に
親
し
落
忌
に
向
ひ
て
其
勢
を
多
と
せ

ざ
る
を
程
な
い
。
醸
蓑
は
ッ
農
事
ド
の
騰
系
を
デ
イ
ー
ル
ー
が
約
説
し
た
る

ご
；
、
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巷
學
研
完
　
　
築
＋
號

も
の
、
　
ウ
オ
ー
鍔
の
靴
會
無
界
に
於
け
る
地
位
は
今
夏
説
く
ま
で
も
な
く
、

デ
イ
ー
レ
事
は
ま
た
約
説
春
と
し
て
典
人
を
得
て
居
る
と
云
ふ
事
が
綴
來
や
、

う
。
　
止
物
磁
的
知
識
に
根
祇
を
置
け
る
ワ
オ
ー
ド
の
灘
愈
學
の
大
撒
を
知
り

た
い
と
云
ふ
人
に
は
、
最
も
恰
好
の
書
で
あ
る
。
　
今
藤
森
氏
の
手
に
課
せ
ら

れ
て
邦
語
に
よ
り
て
其
内
容
に
接
す
る
を
得
る
に
歪
つ
た
事
は
誠
に
喜
ば
し

い
事
で
あ
る
馬
　
た
ビ
課
交
が
も
少
し
砕
け
て
み
て
年
明
で
あ
っ
た
な
ら
ば
と

思
ふ
。
少
く
と
も
初
學
の
人
に
と
り
て
は
灘
解
の
感
を
免
れ
ぎ
る
事
を
澱
憾

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
定
慨
一
望
ぬ
＋
瀞
、
東
京
騨
潤
巾
猿
樂
町
　
、
巖
松

堂
書
店
獲
行
　
（
高
田
保
馬
）
。

国
魂
鱈
仰
と
親
鳥
崇
薄
　
丈
壌
土
桑
照
．
芳
識
著

　
H
本
に
於
け
る
心
理
綾
上
の
濁
創
的
研
究
を
集
成
す
る
た
め
に
刊
行
さ
れ

た
㎝
．
心
理
叢
書
』
の
錆
一
燧
で
あ
る
。
　
璽
魂
の
儒
獅
一
と
醗
先
郷
隅
舞
に
っ
き
て

は
撒
十
年
以
離
か
ら
宗
敏
起
源
論
叉
は
鮭
會
進
化
論
の
立
揚
か
ら
、
或
は
丈

化
史
的
に
或
は
人
類
學
的
に
研
究
さ
れ
、
其
具
騰
的
認
漣
並
に
説
明
は
既
に

撒
多
く
公
け
に
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
　
是
等
現
象
の
内
面
曲
動
機
を
純
粋
心
理

攣
約
に
考
察
す
る
こ
と
は
ヴ
ン
↑
氏
意
外
に
鹸
り
多
く
企
て
ら
れ
て
居
な

い
、
　
殊
に
東
洋
に
於
纏
る
最
も
獲
蓬
し
た
弼
式
に
此
方
法
を
以
て
研
究
し
た

も
の
は
無
く
な
い
の
で
あ
る
。
本
ふ
欝
は
此
要
求
に
縫
…
じ
て
公
け
に
せ
ら
れ
た

も
の
と
田
心
は
れ
る
。
署
者
は
此
民
族
心
理
學
の
立
脚
地
を
蕨
離
し
て
、
一
切

の
償
値
論
を
離
れ
て
純
科
學
的
査
察
を
爲
さ
れ
て
居
る
。

　
内
容
は
四
篇
に
分
た
れ
、
　
筋
＝
篇
に
囎
照
影
信
伸
が
本
來
い
か
に
し
て
蛮
ぜ

し
や
を
親
祭
し
。
第
二
篇
に
ト
ー
チ
、
ミ
ズ
ム
の
性
質
と
起
源
と
を
論
じ
て
、
動

物
瓢
先
が
人
闘
先
㍊
の
前
階
を
成
す
こ
と
を
知
ら
し
め
、
　
第
三
に
欝
魂
儒
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
囚

に
自
然
に
作
ひ
起
る
べ
き
他
捧
紅
藍
を
研
究
し
、
　
最
後
に
第
四
篇
に
曜
日
崇

拝
の
起
源
と
獲
展
と
を
説
述
さ
れ
、
紛
難
論
と
し
て
麗
先
崇
葬
の
蓮
命
に
つ

き
て
一
嘗
せ
ら
れ
て
概
る
。

　
族
欄
か
結
紐
憾
は
ザ
ン
ト
氏
に
侠
っ
て
醗
獲
せ
ら
れ
た
の
て
あ
、
b
ら
け
れ
ど

も
、
　
行
論
悉
く
根
本
賛
料
と
参
照
し
、
舗
の
説
を
補
充
改
訂
さ
れ
た
鮎
が
甚

だ
多
い
。
論
聖
意
健
誉
め
て
平
明
に
、
然
も
飽
く
ま
で
眞
塾
な
科
墨
・
者
の
態

度
を
保
持
さ
れ
て
織
る
。
本
書
に
引
用
さ
れ
た
三
越
の
多
く
は
千
頁
以
上
数

皿
山
貝
に
及
ぶ
廣
幹
な
も
り
で
あ
る
の
に
、
　
僅
々
百
七
十
買
の
内
に
要
頷
を
衆
心

く
包
講
さ
れ
た
の
は
非
常
な
功
競
と
云
は
ね
ば
な
ら
ん
。
東
京
市
外
上
駒
込

一
二
〇
心
理
學
研
究
會
出
版
。
定
償
七
十
五
錺
。
　
（
石
紳
徳
門
）
　
　
，

寄
贈
書
籍
雑
誌

官
命
の
一
路

我
等
何
を
観
ず
べ
き
乎
．

ハ
イ
ネ
評
傳
　
　
　
女
切
士

露
魂
信
仰
と
雛
先
詳
説
交
學
士

現
代
批
判
第
二
輯

醤
娯
雑
誌
、
心
理
研
究
、

玉
璽
之
光
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
雷
倫
理
愈
講
演
集
、

　
　
　
　
　
帯
心
之
研
究
、
早
稻
碍
丈
學
、
教
育
、
筈
麺
教
育
、
教
育
研
究
、

東
京
教
育
、
奈
良
縣
敏
育
、
岐
皐
縣
敏
育
、
三
重
騰
落
、
長
崎
縣
教
宥
難
誌
、

愛
媛
教
育
、
信
濃
教
鴇
二
三
、
佐
賀
山
門
宥
、
藝
備
塩
鱈
、
宮
城
敏
激
1
3
、
静
岡
縣

華
字
、
大
幣
學
報
、
黒
潮
敏
育
學
術
界
．
教
育
界
、
鰹
校
敏
育
、
第
三
帝
國

漢
詩
賢
造
著
　
　
洛
　
　
陽
　
　
堂

鐵
．
一
ト
無
　
同

藤
浪
由
之
著
　
　
同

桑
田
芳
薙
著
　
　
心
理
研
究
會
串
版
部

禰
垣
末
松
外
経
氏
著

　
　
　
　
　
宙
小
洋
暫
學
、
　
山
ハ
ム
篇
難
鞠
勲
、


